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〔資　料〕 ウムイオン，マグネシウムイオン，カルシウムイオン，塩化物
イオン，硫酸イオン，炭酸水素イオンの7つのイオンである。
このうち，炭酸水素イオンについてはpH4.8アルカリ度滴
定法8）により，他のイオン成分についてはイオンクロマトグ
ラフ（㈱島津製作所製Prominence）により定量分析を
行った。測定条件は既報9）による。
　2 ･ 3　水質組成図の描画と分類
　調査井戸の地下水の各イオン成分を基にトリリニアダイ
ヤグラムを作成した。
　2 ･ 4　GISによる描画
　地下水の水質組成の分布状況を可視化するための
GISは，「QGIS 3.4.11」を使用した。「QGIS」はオープンソー
スソフトウェアのGISであり，地理空間情報の作成，編集，
表示，解析と多機能である10）。GISに使用する地図及び
市町境界には，国土数値情報ダウンロードコンテンツ11）の
データを使用し，河川及び湖沼図には国土数値情報ダウ
ンロードコンテンツのデータを，メッシュ図には政府統計の
総合窓口12）のデータを改変した。

3　結果と考察

　3 ･ 1　水質組成の分類の結果
　水質分析に供した地下水は前述したとおり273である。
これらの結果をトリリニアダイヤグラム上に表示した（図1）。
さらにキーダイヤグラムによる領域区分（図2）7）13）により，
5領域（領域Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ及びⅤ）に区分し，これを図1に
領域ごとに色分けして表示した。

1　はじめに

　本県では，県内の地下水について，水質測定計画1）－4）

に基づき，年1回，地下水の概況調査（地域の全体的な
地下水質の状況を把握する調査）を実施している。これに
併せて当センターでは，地下水のイオン成分を測定して県内

（金沢市を除く）における水質組成及び分布状況を調査して
きた5）－7）。平成19 ～ 21年度の調査では，県内の地下水の
水質組成を明らかにし，トリリニアダイヤグラムのキーダイヤグ
ラムの領域区分を用いて分類することで，県内の4地域（南
加賀，石川中央，能登中部及び能登北部）におけるその
特徴を把握することができた5） 6）。また，平成19年度と23年
度及び平成20年度と24年度の同一井戸の水質組成を比較
して，その変化について考察した7）。
　今回，平成29年度～令和2年度に概況調査した井戸を
対象として，より詳細に県内の地下水組成の特徴を把握する
ことを試みた。
　既報5）－7）では井戸が存在する東西南北4kmの区画（以下，

「メッシュ」という。）を井戸の位置情報として取り扱ったが，
本報ではメッシュを更に東西南北2kmに分割した区画（以下，

「サブメッシュ」という。）を井戸の位置情報として取り扱った。
さらに，キーダイヤグラムの領域区分により井戸の水質組成を
分類して色分けし，井戸の位置情報からサブメッシュを色分
けして地理情報システム（以下，「GIS」という。）を用いて
地図上に表示することを試みた。
　その結果，県内における地下水の水質組成の分布状況
について若干の知見を得たので報告する。

2　方　　法

　2 ･ 1　調査井戸
　本県の概況調査は，県内を前述のメッシュに分割した中
から地域の実情に応じて92メッシュを調査の対象区域として
いる。さらに，各メッシュを①～④のサブメッシュに分割し，こ
の中の１サブメッシュをその年の調査対象区域として１井戸を
選定して調査を実施している。サブメッシュは順次調査する
ローリング方式を採用しており，4年間で一巡する。
　本報では，平成29年度～令和2年度の4年間に本県が
概況調査した273の地下水の水質データを解析に使用した。
　2 ･ 2　イオン成分の分析
　分析項目は，地下水の主成分であるナトリウムイオン，カリ

　調査井戸の地下水の区分の結果を表1
に示す。県内全体でみると，領域Ⅰが最も
多く47.6%，次いで領域Ⅳが多く24.9%で
あった。また，領域Ⅲの地下水は0.7%と
ほとんど見られなかった。
　各領域の水質組成については，領域I
のアルカリ土類重炭酸塩型では「浅層地
下水に多く見られ，日本では最も一般的に
みられる水質組成」，領域Ⅱのアルカリ重
炭酸塩型では「滞留時間の長い深層地
下水でよくみられる水質組成」，領域Ⅲの
アルカリ土類非炭酸塩型では「熱水や化
石水が含まれる水質組成」，領域Ⅳのア
ルカリ非炭酸塩型では「海水や温泉など
でよくみられる水質組成」といわれている14）。
　これまではメッシュ中の1井を代表井戸と
して解析を行ってきたが，今回はサブメッ
シュ中の1井を代表井戸としたことにより，
県内の地下水の水質組成をより詳細に解
析できた。
　3 ･ 2　地下水の分布状況

　Chemical Composition of Groundwater in Ishikawa Prefecture (2017-2020) ‒Classification by Ionic 
Composition and Drawing with GIS-．by MAKINO Masahide, YOSHIDA Shuuichi, ISHIMOTO 
Takashi, OKADA Makiko and NOGUCHI Kunimasa (Environmental Science Department, Ishikawa 
Prefectural Institute of Public Health and Environmental Science)
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〔和文要旨〕

　平成29年度～令和2年度の4年間に概況調査した273の井戸を対象とし，地下水のイオン成分測定

結果から，地下水をキーダイヤグラムの5つの領域区分に分類した。また，分類した地下水の分布状

況を把握するため，GIS（地理情報システム）を使用し，結果を地図上で表示することを試みた。

　これにより視覚的に地下水の分布状況を理解できるようになり，手取川以北の河川流域ではアルカ

リ土類重炭酸塩型が卓越しており，浅層地下水であることが示唆された。
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　調査井戸が存在するサブメッシュについて，トリリニアダイ
ヤグラムと同様に色分けし，GISを用いて地図上に表示した
ものを図3に示す。
　最も多い領域Ⅰの地下水は，大野川流域，御祓川流域など，
手取川以北の河川流域に見られ，特に手取川流域に明瞭
に表れていた。これらの地域の地下水は浅層地下水である
ことが示唆された。
　次いで多い領域Ⅳの地下水は，能登北部沿岸，南加賀
地域に多く見られ，その他の地域にも点在していた。沿岸部
に見られるものは海水の影響を受けていることが考えられ，南
加賀内陸部については温泉の影響も考えられた。
　中間的組成である領域Ⅴは，県内に広く分布している状況
であった。特に，領域Ⅰと領域Ⅳの両方が見られた地域に領
域Ⅴもよく見られた。もともと領域Ⅴに該当する組成なのか，ま
たは，領域ⅠとⅢが混合して組成が形成されているかは不明
であった。
　なお，南加賀地域，羽咋川流域，能登北部地域では，様々
な地下水が複雑に分布しており，流域河川の影響のみでは
説明できず，地質や井戸の深さなどの様 な々要因により地下
水の組成が形成されることが考えられた。
　今回，県内における地下水の水質組成の分布状況を視
覚的に詳細に把握することができた。今後他の要素を含めて
県内の地下水を解析する必要があると思われる。

4　ま と め

　平成29年度～令和2年度の4年間に調査した273の地下
水のイオン成分を測定し，その結果をトリリニアダイヤグラムに

表示し，キーダイヤグラムの5つの領域区分に分類した。また，
分類した結果をGISを用いて地図上にサブメッシュを色分け
して表示し，県内における地下水の水質組成の分布状況を
詳細に把握することができた。
　その結果，特徴的な分布がいくつか見られ，手取川以北
の河川流域ではアルカリ土類重炭酸塩型が多く見られ，この
流域の地下水は浅層地下水であることが考えられた。
　しかし， キーダイヤグラムの領域区分だけでは説明できない部
分も多くあり，今後他の要素を含めた解析が必要と考えられた。
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〔資　料〕 ウムイオン，マグネシウムイオン，カルシウムイオン，塩化物
イオン，硫酸イオン，炭酸水素イオンの7つのイオンである。
このうち，炭酸水素イオンについてはpH4.8アルカリ度滴
定法8）により，他のイオン成分についてはイオンクロマトグ
ラフ（㈱島津製作所製Prominence）により定量分析を
行った。測定条件は既報9）による。
　2 ･ 3　水質組成図の描画と分類
　調査井戸の地下水の各イオン成分を基にトリリニアダイ
ヤグラムを作成した。
　2 ･ 4　GISによる描画
　地下水の水質組成の分布状況を可視化するための
GISは，「QGIS 3.4.11」を使用した。「QGIS」はオープンソー
スソフトウェアのGISであり，地理空間情報の作成，編集，
表示，解析と多機能である10）。GISに使用する地図及び
市町境界には，国土数値情報ダウンロードコンテンツ11）の
データを使用し，河川及び湖沼図には国土数値情報ダウ
ンロードコンテンツのデータを，メッシュ図には政府統計の
総合窓口12）のデータを改変した。

3　結果と考察

　3 ･ 1　水質組成の分類の結果
　水質分析に供した地下水は前述したとおり273である。
これらの結果をトリリニアダイヤグラム上に表示した（図1）。
さらにキーダイヤグラムによる領域区分（図2）7）13）により，
5領域（領域Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ及びⅤ）に区分し，これを図1に
領域ごとに色分けして表示した。

1　はじめに

　本県では，県内の地下水について，水質測定計画1）－4）

に基づき，年1回，地下水の概況調査（地域の全体的な
地下水質の状況を把握する調査）を実施している。これに
併せて当センターでは，地下水のイオン成分を測定して県内

（金沢市を除く）における水質組成及び分布状況を調査して
きた5）－7）。平成19 ～ 21年度の調査では，県内の地下水の
水質組成を明らかにし，トリリニアダイヤグラムのキーダイヤグ
ラムの領域区分を用いて分類することで，県内の4地域（南
加賀，石川中央，能登中部及び能登北部）におけるその
特徴を把握することができた5） 6）。また，平成19年度と23年
度及び平成20年度と24年度の同一井戸の水質組成を比較
して，その変化について考察した7）。
　今回，平成29年度～令和2年度に概況調査した井戸を
対象として，より詳細に県内の地下水組成の特徴を把握する
ことを試みた。
　既報5）－7）では井戸が存在する東西南北4kmの区画（以下，

「メッシュ」という。）を井戸の位置情報として取り扱ったが，
本報ではメッシュを更に東西南北2kmに分割した区画（以下，

「サブメッシュ」という。）を井戸の位置情報として取り扱った。
さらに，キーダイヤグラムの領域区分により井戸の水質組成を
分類して色分けし，井戸の位置情報からサブメッシュを色分
けして地理情報システム（以下，「GIS」という。）を用いて
地図上に表示することを試みた。
　その結果，県内における地下水の水質組成の分布状況
について若干の知見を得たので報告する。

2　方　　法

　2 ･ 1　調査井戸
　本県の概況調査は，県内を前述のメッシュに分割した中
から地域の実情に応じて92メッシュを調査の対象区域として
いる。さらに，各メッシュを①～④のサブメッシュに分割し，こ
の中の１サブメッシュをその年の調査対象区域として１井戸を
選定して調査を実施している。サブメッシュは順次調査する
ローリング方式を採用しており，4年間で一巡する。
　本報では，平成29年度～令和2年度の4年間に本県が
概況調査した273の地下水の水質データを解析に使用した。
　2 ･ 2　イオン成分の分析
　分析項目は，地下水の主成分であるナトリウムイオン，カリ

　調査井戸の地下水の区分の結果を表1
に示す。県内全体でみると，領域Ⅰが最も
多く47.6%，次いで領域Ⅳが多く24.9%で
あった。また，領域Ⅲの地下水は0.7%と
ほとんど見られなかった。
　各領域の水質組成については，領域I
のアルカリ土類重炭酸塩型では「浅層地
下水に多く見られ，日本では最も一般的に
みられる水質組成」，領域Ⅱのアルカリ重
炭酸塩型では「滞留時間の長い深層地
下水でよくみられる水質組成」，領域Ⅲの
アルカリ土類非炭酸塩型では「熱水や化
石水が含まれる水質組成」，領域Ⅳのア
ルカリ非炭酸塩型では「海水や温泉など
でよくみられる水質組成」といわれている14）。
　これまではメッシュ中の1井を代表井戸と
して解析を行ってきたが，今回はサブメッ
シュ中の1井を代表井戸としたことにより，
県内の地下水の水質組成をより詳細に解
析できた。
　3 ･ 2　地下水の分布状況

　Chemical Composition of Groundwater in Ishikawa Prefecture (2017-2020) ‒Classification by Ionic 
Composition and Drawing with GIS-．by MAKINO Masahide, YOSHIDA Shuuichi, ISHIMOTO 
Takashi, OKADA Makiko and NOGUCHI Kunimasa (Environmental Science Department, Ishikawa 
Prefectural Institute of Public Health and Environmental Science)

Key words : Chemical Composition of Groundwater, Ion Component, GIS(Geographic Information System)
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〔和文要旨〕

　平成29年度～令和2年度の4年間に概況調査した273の井戸を対象とし，地下水のイオン成分測定

結果から，地下水をキーダイヤグラムの5つの領域区分に分類した。また，分類した地下水の分布状

況を把握するため，GIS（地理情報システム）を使用し，結果を地図上で表示することを試みた。

　これにより視覚的に地下水の分布状況を理解できるようになり，手取川以北の河川流域ではアルカ

リ土類重炭酸塩型が卓越しており，浅層地下水であることが示唆された。

キーワード：地下水の水質組成，イオン成分，GIS（地理情報システム）

　調査井戸が存在するサブメッシュについて，トリリニアダイ
ヤグラムと同様に色分けし，GISを用いて地図上に表示した
ものを図3に示す。
　最も多い領域Ⅰの地下水は，大野川流域，御祓川流域など，
手取川以北の河川流域に見られ，特に手取川流域に明瞭
に表れていた。これらの地域の地下水は浅層地下水である
ことが示唆された。
　次いで多い領域Ⅳの地下水は，能登北部沿岸，南加賀
地域に多く見られ，その他の地域にも点在していた。沿岸部
に見られるものは海水の影響を受けていることが考えられ，南
加賀内陸部については温泉の影響も考えられた。
　中間的組成である領域Ⅴは，県内に広く分布している状況
であった。特に，領域Ⅰと領域Ⅳの両方が見られた地域に領
域Ⅴもよく見られた。もともと領域Ⅴに該当する組成なのか，ま
たは，領域ⅠとⅢが混合して組成が形成されているかは不明
であった。
　なお，南加賀地域，羽咋川流域，能登北部地域では，様々
な地下水が複雑に分布しており，流域河川の影響のみでは
説明できず，地質や井戸の深さなどの様 な々要因により地下
水の組成が形成されることが考えられた。
　今回，県内における地下水の水質組成の分布状況を視
覚的に詳細に把握することができた。今後他の要素を含めて
県内の地下水を解析する必要があると思われる。

4　ま と め

　平成29年度～令和2年度の4年間に調査した273の地下
水のイオン成分を測定し，その結果をトリリニアダイヤグラムに

表示し，キーダイヤグラムの5つの領域区分に分類した。また，
分類した結果をGISを用いて地図上にサブメッシュを色分け
して表示し，県内における地下水の水質組成の分布状況を
詳細に把握することができた。
　その結果，特徴的な分布がいくつか見られ，手取川以北
の河川流域ではアルカリ土類重炭酸塩型が多く見られ，この
流域の地下水は浅層地下水であることが考えられた。
　しかし， キーダイヤグラムの領域区分だけでは説明できない部
分も多くあり，今後他の要素を含めた解析が必要と考えられた。
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ウムイオン，マグネシウムイオン，カルシウムイオン，塩化物
イオン，硫酸イオン，炭酸水素イオンの7つのイオンである。
このうち，炭酸水素イオンについてはpH4.8アルカリ度滴
定法8）により，他のイオン成分についてはイオンクロマトグ
ラフ（㈱島津製作所製Prominence）により定量分析を
行った。測定条件は既報9）による。
2 ･ 3　水質組成図の描画と分類

　調査井戸の地下水の各イオン成分を基にトリリニアダイ
ヤグラムを作成した。
2 ･ 4 GISによる描画

　地下水の水質組成の分布状況を可視化するための
GISは，「QGIS 3.4.11」を使用した。「QGIS」はオープンソー
スソフトウェアのGISであり，地理空間情報の作成，編集，
表示，解析と多機能である10）。GISに使用する地図及び
市町境界には，国土数値情報ダウンロードコンテンツ11）の
データを使用し，河川及び湖沼図には国土数値情報ダウ
ンロードコンテンツのデータを，メッシュ図には政府統計の
総合窓口12）のデータを改変した。

3　結果と考察

3 ･ 1　水質組成の分類の結果
　水質分析に供した地下水は前述したとおり273である。
これらの結果をトリリニアダイヤグラム上に表示した（図1）。
さらにキーダイヤグラムによる領域区分（図2）7）13）により，
5領域（領域Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ及びⅤ）に区分し，これを図1に
領域ごとに色分けして表示した。

1　はじめに

　本県では，県内の地下水について，水質測定計画1）－4）

に基づき，年1回，地下水の概況調査（地域の全体的な
地下水質の状況を把握する調査）を実施している。これに
併せて当センターでは，地下水のイオン成分を測定して県内

（金沢市を除く）における水質組成及び分布状況を調査して
きた5）－7）。平成19 ～ 21年度の調査では，県内の地下水の
水質組成を明らかにし，トリリニアダイヤグラムのキーダイヤグ
ラムの領域区分を用いて分類することで，県内の4地域（南
加賀，石川中央，能登中部及び能登北部）におけるその
特徴を把握することができた5）6）。また，平成19年度と23年
度及び平成20年度と24年度の同一井戸の水質組成を比較
して，その変化について考察した7）。
　今回，平成29年度～令和2年度に概況調査した井戸を
対象として，より詳細に県内の地下水組成の特徴を把握する
ことを試みた。
　既報5）－7）では井戸が存在する東西南北4kmの区画（以下，

「メッシュ」という。）を井戸の位置情報として取り扱ったが，
本報ではメッシュを更に東西南北2kmに分割した区画（以下，

「サブメッシュ」という。）を井戸の位置情報として取り扱った。
さらに，キーダイヤグラムの領域区分により井戸の水質組成を
分類して色分けし，井戸の位置情報からサブメッシュを色分
けして地理情報システム（以下，「GIS」という。）を用いて
地図上に表示することを試みた。
　その結果，県内における地下水の水質組成の分布状況
について若干の知見を得たので報告する。

2　方　　法

2 ･ 1　調査井戸
　本県の概況調査は，県内を前述のメッシュに分割した中
から地域の実情に応じて92メッシュを調査の対象区域として
いる。さらに，各メッシュを①～④のサブメッシュに分割し，こ
の中の１サブメッシュをその年の調査対象区域として１井戸を
選定して調査を実施している。サブメッシュは順次調査する
ローリング方式を採用しており，4年間で一巡する。
　本報では，平成29年度～令和2年度の4年間に本県が
概況調査した273の地下水の水質データを解析に使用した。
2 ･ 2　イオン成分の分析

　分析項目は，地下水の主成分であるナトリウムイオン，カリ

　調査井戸の地下水の区分の結果を表1
に示す。県内全体でみると，領域Ⅰが最も
多く47.6%，次いで領域Ⅳが多く24.9%で
あった。また，領域Ⅲの地下水は0.7%と
ほとんど見られなかった。
　各領域の水質組成については，領域I
のアルカリ土類重炭酸塩型では「浅層地
下水に多く見られ，日本では最も一般的に
みられる水質組成」，領域Ⅱのアルカリ重
炭酸塩型では「滞留時間の長い深層地
下水でよくみられる水質組成」，領域Ⅲの
アルカリ土類非炭酸塩型では「熱水や化
石水が含まれる水質組成」，領域Ⅳのア
ルカリ非炭酸塩型では「海水や温泉など
でよくみられる水質組成」といわれている14）。
　これまではメッシュ中の1井を代表井戸と
して解析を行ってきたが，今回はサブメッ
シュ中の1井を代表井戸としたことにより，
県内の地下水の水質組成をより詳細に解
析できた。
3 ･ 2　地下水の分布状況

　調査井戸が存在するサブメッシュについて，トリリニアダイ
ヤグラムと同様に色分けし，GISを用いて地図上に表示した
ものを図3に示す。
　最も多い領域Ⅰの地下水は，大野川流域，御祓川流域など，
手取川以北の河川流域に見られ，特に手取川流域に明瞭
に表れていた。これらの地域の地下水は浅層地下水である
ことが示唆された。
　次いで多い領域Ⅳの地下水は，能登北部沿岸，南加賀
地域に多く見られ，その他の地域にも点在していた。沿岸部
に見られるものは海水の影響を受けていることが考えられ，南
加賀内陸部については温泉の影響も考えられた。
　中間的組成である領域Ⅴは，県内に広く分布している状況
であった。特に，領域Ⅰと領域Ⅳの両方が見られた地域に領
域Ⅴもよく見られた。もともと領域Ⅴに該当する組成なのか，ま
たは，領域ⅠとⅢが混合して組成が形成されているかは不明
であった。
　なお，南加賀地域，羽咋川流域，能登北部地域では，様々
な地下水が複雑に分布しており，流域河川の影響のみでは
説明できず，地質や井戸の深さなどの様 な々要因により地下
水の組成が形成されることが考えられた。
　今回，県内における地下水の水質組成の分布状況を視
覚的に詳細に把握することができた。今後他の要素を含めて
県内の地下水を解析する必要があると思われる。

4 ま と め

　平成29年度～令和2年度の4年間に調査した273の地下
水のイオン成分を測定し，その結果をトリリニアダイヤグラムに

表示し，キーダイヤグラムの5つの領域区分に分類した。また，
分類した結果をGISを用いて地図上にサブメッシュを色分け
して表示し，県内における地下水の水質組成の分布状況を
詳細に把握することができた。
　その結果，特徴的な分布がいくつか見られ，手取川以北
の河川流域ではアルカリ土類重炭酸塩型が多く見られ，この
流域の地下水は浅層地下水であることが考えられた。
　しかし， キーダイヤグラムの領域区分だけでは説明できない部
分も多くあり，今後他の要素を含めた解析が必要と考えられた。
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ウムイオン，マグネシウムイオン，カルシウムイオン，塩化物
イオン，硫酸イオン，炭酸水素イオンの7つのイオンである。
このうち，炭酸水素イオンについてはpH4.8アルカリ度滴
定法8）により，他のイオン成分についてはイオンクロマトグ
ラフ（㈱島津製作所製Prominence）により定量分析を
行った。測定条件は既報9）による。
2 ･ 3　水質組成図の描画と分類

　調査井戸の地下水の各イオン成分を基にトリリニアダイ
ヤグラムを作成した。
2 ･ 4 GISによる描画

　地下水の水質組成の分布状況を可視化するための
GISは，「QGIS 3.4.11」を使用した。「QGIS」はオープンソー
スソフトウェアのGISであり，地理空間情報の作成，編集，
表示，解析と多機能である10）。GISに使用する地図及び
市町境界には，国土数値情報ダウンロードコンテンツ11）の
データを使用し，河川及び湖沼図には国土数値情報ダウ
ンロードコンテンツのデータを，メッシュ図には政府統計の
総合窓口12）のデータを改変した。

3　結果と考察

3 ･ 1　水質組成の分類の結果
　水質分析に供した地下水は前述したとおり273である。
これらの結果をトリリニアダイヤグラム上に表示した（図1）。
さらにキーダイヤグラムによる領域区分（図2）7）13）により，
5領域（領域Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ及びⅤ）に区分し，これを図1に
領域ごとに色分けして表示した。

1　はじめに

　本県では，県内の地下水について，水質測定計画1）－4）

に基づき，年1回，地下水の概況調査（地域の全体的な
地下水質の状況を把握する調査）を実施している。これに
併せて当センターでは，地下水のイオン成分を測定して県内

（金沢市を除く）における水質組成及び分布状況を調査して
きた5）－7）。平成19 ～ 21年度の調査では，県内の地下水の
水質組成を明らかにし，トリリニアダイヤグラムのキーダイヤグ
ラムの領域区分を用いて分類することで，県内の4地域（南
加賀，石川中央，能登中部及び能登北部）におけるその
特徴を把握することができた5）6）。また，平成19年度と23年
度及び平成20年度と24年度の同一井戸の水質組成を比較
して，その変化について考察した7）。
　今回，平成29年度～令和2年度に概況調査した井戸を
対象として，より詳細に県内の地下水組成の特徴を把握する
ことを試みた。
　既報5）－7）では井戸が存在する東西南北4kmの区画（以下，

「メッシュ」という。）を井戸の位置情報として取り扱ったが，
本報ではメッシュを更に東西南北2kmに分割した区画（以下，

「サブメッシュ」という。）を井戸の位置情報として取り扱った。
さらに，キーダイヤグラムの領域区分により井戸の水質組成を
分類して色分けし，井戸の位置情報からサブメッシュを色分
けして地理情報システム（以下，「GIS」という。）を用いて
地図上に表示することを試みた。
　その結果，県内における地下水の水質組成の分布状況
について若干の知見を得たので報告する。

2　方　　法

2 ･ 1　調査井戸
　本県の概況調査は，県内を前述のメッシュに分割した中
から地域の実情に応じて92メッシュを調査の対象区域として
いる。さらに，各メッシュを①～④のサブメッシュに分割し，こ
の中の１サブメッシュをその年の調査対象区域として１井戸を
選定して調査を実施している。サブメッシュは順次調査する
ローリング方式を採用しており，4年間で一巡する。
　本報では，平成29年度～令和2年度の4年間に本県が
概況調査した273の地下水の水質データを解析に使用した。
2 ･ 2　イオン成分の分析

　分析項目は，地下水の主成分であるナトリウムイオン，カリ

　調査井戸の地下水の区分の結果を表1
に示す。県内全体でみると，領域Ⅰが最も
多く47.6%，次いで領域Ⅳが多く24.9%で
あった。また，領域Ⅲの地下水は0.7%と
ほとんど見られなかった。
　各領域の水質組成については，領域I
のアルカリ土類重炭酸塩型では「浅層地
下水に多く見られ，日本では最も一般的に
みられる水質組成」，領域Ⅱのアルカリ重
炭酸塩型では「滞留時間の長い深層地
下水でよくみられる水質組成」，領域Ⅲの
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石水が含まれる水質組成」，領域Ⅳのア
ルカリ非炭酸塩型では「海水や温泉など
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　これまではメッシュ中の1井を代表井戸と
して解析を行ってきたが，今回はサブメッ
シュ中の1井を代表井戸としたことにより，
県内の地下水の水質組成をより詳細に解
析できた。
3 ･ 2　地下水の分布状況

　調査井戸が存在するサブメッシュについて，トリリニアダイ
ヤグラムと同様に色分けし，GISを用いて地図上に表示した
ものを図3に示す。
　最も多い領域Ⅰの地下水は，大野川流域，御祓川流域など，
手取川以北の河川流域に見られ，特に手取川流域に明瞭
に表れていた。これらの地域の地下水は浅層地下水である
ことが示唆された。
　次いで多い領域Ⅳの地下水は，能登北部沿岸，南加賀
地域に多く見られ，その他の地域にも点在していた。沿岸部
に見られるものは海水の影響を受けていることが考えられ，南
加賀内陸部については温泉の影響も考えられた。
　中間的組成である領域Ⅴは，県内に広く分布している状況
であった。特に，領域Ⅰと領域Ⅳの両方が見られた地域に領
域Ⅴもよく見られた。もともと領域Ⅴに該当する組成なのか，ま
たは，領域ⅠとⅢが混合して組成が形成されているかは不明
であった。
　なお，南加賀地域，羽咋川流域，能登北部地域では，様々
な地下水が複雑に分布しており，流域河川の影響のみでは
説明できず，地質や井戸の深さなどの様 な々要因により地下
水の組成が形成されることが考えられた。
　今回，県内における地下水の水質組成の分布状況を視
覚的に詳細に把握することができた。今後他の要素を含めて
県内の地下水を解析する必要があると思われる。

4 ま と め

　平成29年度～令和2年度の4年間に調査した273の地下
水のイオン成分を測定し，その結果をトリリニアダイヤグラムに

表示し，キーダイヤグラムの5つの領域区分に分類した。また，
分類した結果をGISを用いて地図上にサブメッシュを色分け
して表示し，県内における地下水の水質組成の分布状況を
詳細に把握することができた。
　その結果，特徴的な分布がいくつか見られ，手取川以北
の河川流域ではアルカリ土類重炭酸塩型が多く見られ，この
流域の地下水は浅層地下水であることが考えられた。
　しかし， キーダイヤグラムの領域区分だけでは説明できない部
分も多くあり，今後他の要素を含めた解析が必要と考えられた。
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図1 トリリニアダイヤグラム

図2　キーダイヤグラムの領域区分

Ⅰ：アルカリ土類重炭酸塩

 （Ca(HCO3)2）型

Ⅱ：アルカリ重炭酸塩

 （NaHCO3）型

Ⅲ：アルカリ土類非炭酸塩

 （CaSO4 又は CaCl2）型

Ⅳ：アルカリ非炭酸塩

 (Na2SO4 又は NaCl）型

Ⅴ：中間的組成

 （Ⅱ、Ⅲに合併することもある）
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表1　地下水の領域区分の結果
領域区分 井戸数 比率(%)

Ⅰ 130 47.6
Ⅱ 11 4.0
Ⅲ 2 0.7
Ⅳ 68 24.9
Ⅴ 62 22.7

合計 273 100  




